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イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ

　

市
で
は
看
護
師
人
材
の
育
成
と

確
保
の
た
め
、
奨
学
金
給
付
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象　

▽
保
護
者
と
共
に
市
内
に

３
年
以
上
居
住
す
る
人
▽
学
業
成

績
が
優
秀
で
品
行
方
正
、
健
康
な

人
▽
市
内
の
大
学
に
新
規
で
入
学

し
、
学
長
が
推
薦
し
た
人
▽
保
護

者
の
平
成
30
年
中
の
合
計
所
得
金

額
が
７
０
０
万
円
以
下
で
学
資
支

出
困
難
な
人

　

※
市
奨
学
資
金
貸
与
制
度
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん

定
員　

若
干
人

給
付
額　

月
額
３
万
円

給
付
期
間　

４
年
間（
大
学
で
の

修
学
期
間
）

申
し
込
み　

平
成
31
年
２
月
上
旬

〜
３
月
下
旬（
予
定
）

問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課（
☎

50
８
２
１
１
）

　

県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
職
員
や
医
師
が
来
て
、
身
体
障

が
い
に
関
す
る
相
談
や
補
装
具（
車

い
す
な
ど
）の
給
付
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

試
験
日　

受
け
付
け
時
に
通
知

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
高
崎
地
域

事
務
所（
☎
０
２
７
・
３
２
６
・

１
７
６
１
）

日
時　
７
月
22
日
㈰
・
８
月
１
日

㈬
・
８
日
㈬
・
19
日
㈰
午
前
９
時

30
分
〜
正
午

会
場　

高
崎
産
業
技
術
専
門
校

内
容　
各
科
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
も
の
づ
く
り
体
験
・
施
設
見

学
な
ど

対
象　

▽
も
の
づ
く
り
産
業
に
興

味
が
あ
る
人
▽
就
職
や
進
路
選
択

の
参
考
に
し
た
い
人
▽
高
崎
産
業

け
運
動
、
保
護
司
・
更
生
保
護
女

性
会
活
動
、
薬
物
乱
用
防
止
の
啓

発
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

広
報
用
品
を
市
内
の
中
学
校
や
市

民
パ
レ
ー
ド
時
の
配
布
な
ど
に
利

用
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課（
☎
40
２

２
９
７
）

　
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
・

行
政
書
士
が
土
地
建
物
や
会
社
の

登
記
、
成
年
後
見
、
そ
の
他
相
談

を
受
け
ま
す
。

日
時　
７
月
28
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

会
場　

み
か
ぼ
み
ら
い
館

申
し
込
み　

当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

群
馬
司
法
書
士
会

西
毛
支
部
仁
井
田
さ
ん（
☎
㉒
６

９
６
３
）

日
時　
７
月
21
日
㈯
午
前
10
時

会
場　

藤
岡
警
察
署

内
容　

▽
採
用
試
験
の
傾
向
と
対

策
▽
若
手
警
察
官
と
の
フ
リ
ー
ト
ー

ク
▽
警
察
署
見
学
▽
警
察
の
業
務

な
ど
の
紹
介

詳
細
は
市
下
水
道
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日　

10
月
14
日
㈰

会
場　

高
崎
経
済
大
学

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課（
☎
40

２
３
２
７
）

　

自
然
災
害
や
市
場
価
格
の
低
下

な
ど
に
よ
る
収
入
減
少
を
総
合
的

に
補
て
ん
す
る「
収
入
保
険
」が

始
ま
り
ま
す
。
農
産
物
の
品
目
に

制
限
は
な
く
、
平
均
収
入
の
８
割

以
上
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

制
度
開
始
時
期　

平
成
31
年
１
月

対
象　

青
色
申
告
の
実
績
が
１
年

以
上
あ
る
営
農
者

問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ぐ
ん

ま
藤
岡
支
店（
☎
㉔
３
７
３
０
）・

農
林
課（
☎
40
２
３
０
４
）

　

労
働
者
派
遣
法
が
改
正
さ
れ
て

９
月
30
日
で
３
年
が
経
過
し
ま
す
。

内
容　

①
受
け
入
れ
期
間
制
限
ル
ー

ル
▽
派
遣
先
は
、
同
一
の
事
業
所

で
派
遣
可
能
期
間（
３
年
）を
超
え

て
受
け
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
▽

「
事
業
所
単
位
」の
派
遣
可
能
期
間

日
時　

８
月
１
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午（
要
予
約
）

会
場　

市
福
祉
会
館

　

※
障
が
い
が
重
い
な
ど
の
理
由

で
会
場
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
は
、
こ
ち
ら
か
ら
訪
問
し
て

相
談
に
応
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す

の
で
事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

相
談
内
容　

身
体
障
が
い
者
に
関

す
る
各
種
相
談
・
補
装
具
の
要
否

判
定（
整
形
外
科
の
み
）

持
っ
て
く
る
物　

印
鑑
・
身
体
障

害
者
手
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

20
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
福
祉
課（
☎

40
２
３
８
４
）へ

　

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」の
強
調
月
間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
全
て
の
国
民
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、

力
を
合
わ
せ
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
運
動
の
一
環
と
し
て
、

市
で
は
期
間
中
に
更
生
保
護
事
業

活
動
資
金
の
募
金
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
は
３
２
１
万
２
９
３
５
円

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
犯
罪
防

止
の
た
め
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
声
掛

技
術
専
門
校
へ
の
入
校
を
考
え
て

い
る
人
な
ど

　

※
保
護
者
も
参
加
で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

電
話
、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・

体
験
し
た
い
科
を
高
崎
産
業
技
術

専
門
校（
☎
０
２
７
・
３
２
０
・

２
２
２
１
０
２
７
・
３
４
７
・

１
２
１
０
メールtakagisen@

pref.
gunm

a.lg.jp

）へ

　

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
資
格
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

20
日
㈮
正
午
ま
で
に
藤
岡
警
察
署

警
務
課（
☎
㉒
０
１
１
０
）へ

　

群
馬
地
方
協
力
本
部
で
は
、
平

成
31
年
春
採
用
予
定
の
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

航
空
学
生

受
験
資
格　

高
校
卒
業（
見
込
み

含
む
）〜
22
歳
の
人

受
付
期
間　
７
月
１
日
㈰
〜
９
月

７
日
㈮

試
験
日　

１
次
試
験
＝
９
月
17
日
㈷

一
般
曹
候
補
生

受
験
資
格　

18
〜
26
歳
の
人

受
付
期
間　
７
月
１
日
㈰
〜
９
月

７
日
㈮

試
験
日　

１
次
試
験
＝
９
月
22
日

㈯
・
23
日
㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

自
衛
官
候
補
生

受
験
資
格　

18
歳
〜
26
歳
の
人

受
付
期
間　

随
時

を
延
長
し
た
場
合
も
、
派
遣
先
の

事
業
所
に
お
け
る
同
一
の
組
織
単

位
で
３
年
を
超
え
て
同
じ
派
遣
労

働
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
②
無
許
可
派
遣
を
行
う
事

業
主
か
ら
の
受
け
入
れ
禁
止
▽
派

遣
元
が
経
過
措
置
で（
旧
）労
働
者

派
遣
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

の
は
９
月
29
日
ま
で
で
す
。
９
月

30
日
以
降
に
派
遣
を
受
け
入
れ
る

場
合
は
、
派
遣
元
事
業
主
の
許
可

取
得
・
申
請
状
況
を
必
ず
確
認
し

て
く
だ
さ
い
③
労
働
契
約
申
し
込

み
み
な
し
制
度
▽
派
遣
先
が
違
法

な
派
遣
労
働
者
を
受
け
入
れ
た
場

合
、
派
遣
元
の
労
働
条
件
と
同
一

の
労
働
条
件
で
労
働
契
約
の
申
し

込
み
を
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
④
雇
用
安
定
措

置
へ
の
対
応
▽
派
遣
元
か
ら
派
遣

労
働
者
の
直
接
雇
用
の
依
頼
が

あ
っ
た
場
合
は
真し

ん
し摯

な
検
討
を
お

願
い
し
ま
す
▽
派
遣
元
で
は
、
合

理
的
就
業
機
会
の
確
保
・
提
供
、

派
遣
元
で
の
無
期
雇
用
、
そ
の
他

安
定
し
た
雇
用
の
継
続
が
図
ら
れ

る
と
認
め
ら
れ
る
措
置
を
講
じ
る

必
要
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　

群
馬
労
働
局
需
給

調
整
事
業
室（
☎
０
２
７
・
２
１

０
・
５
１
０
５
）

「統計の日」全国標語特選受賞

　６月11日、鹿沼十三二さん（本動堂）が
市長を表敬訪問し、総務省が全国から公募
した平成30年度「統計の日」を啓発する標
語で、9,817点の中から最高賞の特選に選
ばれたことを報告しました。「受賞できたこ
とは大変光栄なこと。統計調査員の経験が
生かせた作品となった」と受賞の喜びを話
し、市長から「最高賞の特選を受賞された
ことは市として名誉なことです」と称賛さ
れました。

受賞作品『活かせ統計、未来の指針。』

藤岡市チャレンジウイーク藤岡市チャレンジウイーク
中学生に職場体験活動の場を中学生に職場体験活動の場を

　チャレンジウイークは、中学生が地域社会や
自然の中でさまざまな体験活動を通して自分と
向き合い、自分なりの「生き方」を真剣に考え
る機会となる大切な行事です。
　地域や職場で子どもたちに働くことの意義や
感謝の心、地域社会の素晴らしさを学ばせてく
ださい。地域の皆さん、今年も職場体験活動の
場の提供にご協力をお願いします。
実施予定日　９月３日㈪～７日㈮
時　　　間　午前９時～午後５時
体　験　者　中学２年生
体 験 内 容　 勤労生産活動・職場体験活動・福

祉・ボランティア活動など
問い合わせ　学校教育課（☎508212）

◆子どもと高齢者の事故防止
　急な飛び出しや不用意な横断を予測し、子どもや
高齢者の安全を守る運転を心掛けましょう。
◆自転車と二輪車の交通事故防止
　自転車は「車のなかま」です。交通ルールを守り、
傘差し運転、携帯電話やヘッドホンを使用しながら
の運転は危険なので絶対にやめましょう。

夏の県民交通安全運動 ７月11日㈬～20日㈮

◆飲酒運転の根絶
　「しない！させない！ゆるさない！」を合言　「しない！させない！ゆるさない！」を合言
葉に一人一人が積極的に飲酒運転の根絶に取り葉に一人一人が積極的に飲酒運転の根絶に取り
組みましょう。組みましょう。

問い合わせ　地域安全課（402245）地域安全課（402245）

看
護
師
育
成
奨
学
金

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

農
業
経
営
収
入
保
険

無
料
法
律
相
談
会

警
察
官
採
用
試
験
説
明
会

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

地
域
の
チ
カ
ラ
で
明
る
い
社
会

労
働
者
派
遣
先

事
業
主
の
皆
様
へ

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

身
体
障
が
い
に
関
す
る

巡
回
相
談
会


